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Ⅰ．環 境 方 針 

 

ミツバ環境ソリューションは、環境計量、分析、解析、コンサルティング、自家用電

気工作物の保安管理業務、省エネ診断などの事業活動を通じて、自然環境と社会の継

続的な共生を図り、豊かで環境に優しい社会づくりに貢献します。 

 

 

１．私たちは、事業活動における省資源、省エネルギー、廃棄物削減等の環境保全活

動を展開し、継続的改善と環境汚染の予防に努めます。 

 

２．私たちは、化学物質及び薬品の取扱、管理を徹底し、環境保全に努めます。 

 

３．私たちは、環境関連法令、条例、諸規則及び当社が同意したその他の要求事項を

遵守し、環境保全に努めます。 

 

４．私たちは、環境目的及び目標を設定し、それらを達成するための活動計画を策定

し、実行し、結果の評価及びシステムの定期的な見直しを行います。 

 

５．私たちは、環境保全に関する意識の向上を図るため、全ての従業員に環境方針を

周知し、環境教育等の啓発活動を実施します。 

 

６．私たちは、環境の専門家として顧客や地域社会と積極的にコミュニケーションを

図るとともに環境ソリューションの提供に努めます。 

 

 

 

２０２３年６月 １日 

 

                          (株)ミツバ環境ソリューション 

                            代表取締役 奈良 幸治 
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Ⅱ．会社概要・事業内容 

 

1. 事業者及び代表者名 

        株式会社 ミツバ環境ソリューション 

        代表取締役   奈良 幸治 

 

2. 所在地 

        〒376-0122 群馬県桐生市新里町野 598 （株式会社ﾐﾂﾊﾞ新里工場内） 

 

3. 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

代表責任者：        代表取締役  奈良 幸治 

環境管理責任者： 常務取締役 清水 敬祐 

担当：              ＥＡ２１推進事務局 金子 宣之                                                              

                                                             

連絡先：            TEL   ０２７７－７４－５９５８ 

 FAX   ０２７７－７４－５９７３ 

 

        ホームページアドレス：   http://www.t-clover.co.jp 

 

4.  事業、サービスの内容、活動内容（認証・登録範囲） 

環境計量証明事業、作業環境測定事業、環境マネジメントシステム 

        構築支援コンサルティング及び材料分析業務、自家用電気工作物の 

        保安管理業務の受託事業、省エネ診断業務 

 

 

5. 事業規模 

（１） 従業員数  ： 40 名 

（２） 延べ床面積： 340 ㎡ 

（３） 資 本 金 ： 4,000 万円 

 

6. 取組期間 

第 25 期（2022 年 4 月～2023 年 3 月・2022 年度） 
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Ⅲ．ＥＡ２１推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職名 役割 

最高責任者 ① 環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には、現在の

責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。 

② エコアクション２１の構築・運用・維持に必要な経営諸資源（人材・資金・機

器設備・技術技能を含む）を準備する。 

③ 環境方針を制定する。 

④ エコアクション２１の構築・運用に関する情報を収集し、環境方針・環境目標

をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。 

⑤ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。 

環境管理責任者 ① エコアクション２１に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図り、目的

を達成するために環境委員会を運営する。 

② エコアクション２１の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しのた

めの情報として、構築・運用に関する情報を最高責任者に提供する。 

事務局 ① 事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション２１に関する実務全

般を所管する。 

環境委員会 最高責任者・環境管理責任者・事務局・部門長で構成し、環境管理責任者が招集す

る。環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗管理について協議する。環境管

理責任者が必要と認めた者は出席することができる。 

 

【最高責任者】 

代表取締役 

【環境管理責任者】 【環境委員会】 【事務局】 

分析測定部 
エネルギー 

サービス部 
ソリューション部 



 

 - 4 - 

  

IV. 環境目標とその実績 

１．2022 年度(25 期)の目標と実績について 

環境経営目標項目 単位 

基準値 

（目標 二酸化炭素 ３％削減 

他２４期維持） 

実績 

２５期 

（総量） 

中長期 

目標 

(25～27期) 

二酸化炭素排出量

の削減 
総量 ㎏-CO2  ３８，３６８ ３５，５４８ 

２１期実績 

９%削減 

廃棄物の削減 

（可燃ゴミ） 

kｇ/百万円 

（総量 ㎏） 

２.０５ 

（５０１）  

２.２３ 

（５２２） 

２４期実績 

維持 

水資源投入量の 

削減 

㎥/百万円  

（総量 ㎥） 

０.１３５ 

（３３．１）  

０.１１２ 

（２６．３） 

２４期実績 

維持 

自社ブランド化と 

認知度の拡大* 

（新規顧客数） 

新規顧客数 
２７期末までに 

合計９０件 
８０件 合計９０件 

※弊社では化学物質の使用量は極少量となります。適切に試薬類を管理する（毒劇物の管理等）ことで化学物質の

取り扱いに関する環境経営目標としています。 

※2013年度から「自社ブランド化と認知度の拡大」を環境目標に策定しています。 

二酸化炭素排出係数:０．４５５㎏-CO２/kWh ２０１８年度 東京電力パワーグリット 調整後 

 

V．環境活動の取組と評価 

１．二酸化炭素排出量の削減 

取組計画 評価 

 目標：２０１８年度（２１期）の実績に対して 

      ３％削減する。 

『実施事項』 

① ガソリン燃費監視、運航効率化 

② 使用電力量の監視 

③ 事務所稼働時間の短縮 

④ 社用車オイル交換・空気圧チェック 

⑤ エアコンの効率の良い運転、清掃 

◎ 

総量で７％削減 

 

 

２５期は排出総量で削減できました。 

一部のエアコンの入替え、エコドライブなどが

大きく貢献したようです。 

次年度の取組内容 

二酸化炭素排出量 総量での削減を目指し 

・社用車の効率的な運用により燃費向上、ガソリン購入量の削減を目指す。 

・エアコンの設定温度の見直し、 

・退出時間が早くなるよう計画的、効率的な業務を心がける 

・局所排気装置の運用方法の検討 

・LED電灯の導入を計画 
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低燃費車の導入：ハイゼットおよびミライース 低燃費・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ搭載 

 

エアコン省エネ機器取付①     エアコン省エネ機器取付② 

 

 

一部の照明を LED に交換 
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２．廃棄物の削減 

取組計画 評価 

目標：２０１８年度（２１期）の可燃ごみの 

排出実績に対して維持する。 

  

 『実施項目』 

① コピー用紙裏紙利用状況監視 

② 雑誌の持ち帰りの実施 

③ 廃棄物量の監視 

× 

原単位で９％増加 

総量で４％の増加 

 

 

業務量の増加に伴い、排出量が増加しました。 

 次年度の取組内容 

 ・ゴミの分別に努め、可燃ごみの排出量の削減に取り組む。 

 

 

３．水資源投入量の削減 

取組計画 評価 

目標：２０１８年度（２１期）の実績に対して 

    維持する 

 

 『実施項目』 

① 蒸留水製造装置冷却水の再利用 

② 使用量の監視 

◎ 

原単位で１７％の削減 

総量で２０％の削減 

 

試験器具の洗浄には、集めた冷却水を利用し節

水に努めました。 

次年度の取組内容 

 ・水使用量の監視を続け、冷却水の再利用を行う（継続）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒸留水製造装置冷却水再利用 
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４．自社ブランド化と認知度の拡大 

取組計画 評価 

目標：新規顧客数 

    ２７期末までに９０件 

 

 『実施項目』 

① ブランド化についての検討 

② セミナーの開催 

③ メールマガジン発刊（月間） 

◎ 

８０件 

 

 

２５期は新たな業務、「溶接ヒュームの測定」、

「SDGs構築支援」等により多くの新規顧客を接

する機会を得ました。ありがとうございました。 

次年度の取組内容 

・メールマガジンの発行 

・当社企画のセミナー開催など、ブランド化の検討を進める（継続）。 

 

 

5．化学物質管理 

 

取組計画 評価 

目標：毒物管理 

 

『実施事項』 

① 薬品（毒物）管理の実施 

◎ 

 

毒物及び劇物について、毎回の使用記録を

残すとともに、定期的な在庫管理により薬品の

管理を行っている。 
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6．トピックス 

① かんとう YAWARAGI エネルギー株式会社 

2022年 7月、（株）ミツバ環境ソリューションは以下の皆さんと共同出資し新たな会社

を立ち上げました。それが、「かんとう YAWARAGI エネルギー株式会社」です。 

企業理念は「おかげさまエネルギーをお互いさまネットワークで」です。 

私たちは、持続可能な地域社会づくりに向けて、自然由来の電力、地域をささえる活力

をつくります。 

弊社同様、かんとう YAWARAGIエネルギー株式会社も、今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。 

 

会社概要 

社名： かんとう YAWARAGI エネルギー株式会社 

住所： 栃木県足利市掘込町 2656番地 7ASKビル 1-2 

株主： ぐんま地域共創ファンド  

 赤尾商事株式会社  

 株式会社サンヴィレッジ  

 株式会社ミツバ環境ソリューション 

事業概要：  再生エネルギー発電、再生エネルギー由来製品の販売、地域活性化

イベント企画、恩送りカフェの運営 など 

ホームページ：  https://kanto-yawaragi-energy.com/ 

 

 

② 二酸化炭素排出量の分析 

 

二酸化炭素の主だった発生源となるガソリンと電力から排出量を比較すると、25 期は

23、24 期よりも排出量は少なくなりました。電気とガソリンの比率は数年間ほぼ変化

がありません。次年度以降はエアコンの温度設定の見直しや効率の良い車両の運転コー

スの選択、局所排気の運転方法の検討を行い排出量削減に取り組みます。 

 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

23期 24期 25期

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2

ガソリン kg-CO2 電気 kg-CO2

https://kanto-yawaragi-energy.com/
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VI.中長期目標の設定 

環境目標項目 
単位 

/売上高当たり 
基準値 ２５期 ２６期 ２７期 

中長期 

目標 

(２５～２７期)  

二酸化炭素排出量

の削減 

総量 

 ㎏-CO2  

３９，５５４ 

（２１期実績） 
３８，３６８ ３７，１８１ ３５，９９４ 

年度毎３%削減 

２７期までに 

９%削減 

廃棄物の削減 

（可燃ごみのみ） 

kｇ/百万円 

（総量 ㎏） 

２．０５ 

（５０１） 

（２４期実績） 

２．０５ 

（５０１） 

２４期実績 

維持 

水資源投入量の 

削減 

㎥/百万円  

（総量 ㎥） 

０．１３５ 

（３３．１） 

（２４期実績） 

０．１３５ 

（３３．１） 

２４期実績 

維持 

自社ブランド化と 

認知度の拡大 

（新規顧客数） 

新規顧客数 

２４期末まで

に 

合計９０件 

３０件 ３０件 ３０件 合計９０件 

二酸化炭素排出係数： 電力   0.455㎏-CO2/kWh 2018年度 東京電力パワーグリット 調整後 

 ガソリン 2.272㎏-CO2/L 

＊：斜体は見直しにより変更した項目です。 

 

Ⅶ．環境関連法規制の遵守状況 

1. 当社に適用となる環境関連法規 

法規制等の名称 遵守事項 遵守状況 

水質汚濁防止法 
特定施設設置届の提出（71-2 イ洗浄施設） 

排出基準、構造基準の遵守。日常点検の実施。 
遵守 

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律 

産業廃棄物保管基準、運搬・処分の委託、産業廃棄物管理票の交

付・保管・交付状況報告 
遵法 

毒物及び劇物取締法 取扱、表示、事故時の措置 遵法 

労働安全衛生法 安全衛生推進者の選任、作業環境測定の実施 遵法 

フロン排出抑制法 簡易点検の実施遵法、（冷蔵庫及びインキュベータ） 遵法 

消防法 火災の予防、防火体制の整備 遵法 

利害関係者からの要求 

（㈱ミツバ） 

構内運行速度、アイドリング・ストップ、夜間排水禁止、夜間の廃棄

物保管庫への排出禁止、二酸化炭素排出量削減 
遵守 

2. 環境関連法規への違反、訴訟の有無 

環境関連法規への違反はありません。 
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Ⅷ．代表者による全体評価と見直し・指示の結果 

  

25 期は二酸化炭素排出量の削減が順調に行われました。 

排出量削減の主な要因として、設備の入替えがあります。エアコンと LED の導入により大幅な

削減を達成することができました。 

弊社もすべて設備を入れ替えたわけではないので今後、修繕の可能性があれば省エネタイプの

導入を優先的に考慮していきたいと思います。 

廃棄物の排出量が削減できずに終わってしまいましたが、今後は分別の種類を明示してより分

別回収、業務以外のごみの持ち帰りを進めたいと思います。 

 

今後、環境活動は社内のもう一つの活動である「労働衛生委員会」と連携を深める形で進めて

いくことを指示しました。今後、また新たな実施体制が徐々に構築されていくことを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：（株）ミツバ環境ソリューション 環境委員会 


